
　

昭
和
９
年
、
野
付
牛
町

（
現
北
見
市
）
の
茶
谷
幸

一
町
長
を
先
頭
に
日
赤
の

直
営
病
院
を
誘
致
す
る
運

動
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ

の
時
の
陳
情
書
に
述
べ
ら

れ
た
趣
意
の
概
容
で
す
。

　

『
野
付
牛
町
は
、
交
通

網
も
整
備
が
進
み
北
見
平

野
に
お
け
る
交
通
文
化
の

中
核
と
し
て
順
調
に
発
展

し
て
い
る
が
、
他
都
市
と

比
べ
医
療
施
設
の
整
備
が

遅
れ
て
お
り
、
野
付
牛
町

は
も
ち
ろ
ん
北
見
地
方
の

住
民
は
速
や
か
な
「
官
公

立
病
院
」
の
設
立
を
望
ん

で
い
る
。
近
代
都
市
に
必

要
な
医
療
施
設
に
恵
ま
れ

て
い
な
い
北
見
地
方
の
住

民
は
、旭
川
市
・
釧
路
市
・

札
幌
市
の
病
院
で
医
療
を

受
け
る
に
は
費
用
が
莫
大

で
あ
り
、
社
会
公
共
医
療

施
設
が
な
い
こ
と
で
必
要

な
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
に

亡
く
な
る
現
実
が
あ
る
。

北
海
道
民
の
保
健
衛
生
を

目
的
と
す
る
、
日
赤
直
営

赤
十
字
病
院
の
整
備
計
画

に
お
い
て
は
、
野
付
牛
町

へ
設
置
す
る
こ
と
が
、
国

民
の
保
健
上
と
将
来
の
赤

十
字
社
に
と
っ
て
最
も
良

い
選
択
と
信
じ
て
疑
わ
な

い
。
病
院
設
置
に
お
い
て
、

他
都
市
と
比
べ
空
気
が
清

浄
で
環
境
の
よ
い
地
域
で

あ
り
、
幾
多
の
好
条
件
を

整
え
て
い
る
の
で
、
速
や

か
に
病
院
設
置
の
実
現
を

切
望
す
る
。
以
上
』

　

こ
の
陳
情
書
を
基
に
函

館
市
等
他
都
市
と
の
激
し

い
陳
情
合
戦
を
続
け
た
。

　

昭
和
１
０
年
、
野
付
牛

町
（
人
口
３
万
１
千
人
）

に
大
日
本
赤
十
字
社
北
海

道
支
部
野
付
牛
療
院
（
現

北
見
日
赤
）
の
設
置
が
決

定
し
た
。
新
築
工
事
は
札

幌
市
の
鈴
木
与
平
衛
が
７

２
，
７
０
０
円
で
落
札

し
、
昭
和
１
０
年
６
月
１

３
日
、
現
敷
地
内
（
野
付

牛
町
役
場
の
東
側
）
で
地

鎮
祭
を
行
っ
た
。

　

昭
和
１
０
年
１
１
月
１

０
日
、
院
長
は
医
学
博
士

三
宅
演
で
、
ほ
か
に
６
名

の
医
師
と
多
く
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
で
落
成
開
院
し
た

の
で
あ
る
。

　

当
時
の
野
付
牛
町
民
の

地
域
医
療
に
対
す
る
見
識

の
高
さ
と
情
熱
に
深
く
感

銘
し
、
感
謝
で
心
は
一
杯

で
す
。　
　
　

　

今
、
先
人
が
築
い
た
ま

ち
の
財
産
を
次
の
世
代
へ

引
き
継
ぐ
責
任
が
私
達
に

あ
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
・
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
大
き
な
視
野
で

日
赤
改
築
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
私
達
の
使
命
と

決
意
も
新
た
に
支
援
活
動

を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

陳
情
書
の
概
容
は
先
日

行
わ
れ
た
懇
談
会
で
吉
田

院
長
が
説
明
に
用
い
た
資

料
よ
り
抜
粋
し
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
す
と
、
眼

球
が
飛
び
出
し
て
し
ま
い

ま
す
よ
」
と
。　
　
　
　

上
湧
別
厚
生
病
院
の
医
師

に
言
わ
れ
た
母
は
、
び
っ

く
り
し
あ
わ
て
て
私
を
北

見
日
赤
に
入
院
さ
せ
た
。

「
蓄
膿
症
」
の
手
術
を
受

け
二
ヶ
月
間
入
院
す
る
。

　

昭
和
三
十
七
年
五
月
、

十
七
歳
の
時
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
私
は
北

見
日
赤
と
の
出
会
い
に

よ
っ
て
幾
度
か
「
命
」
を

助
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

五
十
年
前
の
北
見
日
赤

は
部
屋
も
廊
下
も
板
張
り

で
あ
っ
て
、
昼
間
も
薄
暗

か
っ
た
。
特
に
夜
の
院
内

は
、
薄
気
味
悪
く
て
私
は

こ
わ
か
っ
た
。
木
枠
の
ガ

ラ
ス
窓
は
風
の
強
い
日
は

ガ
タ
ガ
タ
と
音
を
た
て
て

い
た
。
正
面
玄
関
前
に
は

塀
が
あ
り
、
「
蔦
の
葉
」

が
茂
っ
て
お
り
、
秋
に
は

真
っ
赤
に
紅
葉
し
、
と
て

も
美
し
い
風
景
で
あ
っ

た
。
今
も
思
い
浮
か
ん
で

く
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
四
月

「
切
迫
流
産
」
の
た
め
に

私
は
留
辺
蘂
町
瑞
穂
か
ら

緊
急
入
院
す
る
。　
　
　

「
赤
ち
ゃ
ん
を
助
け
て
下

さ
い
」
と
、
泣
き
な
が
ら

必
死
に
先
生
に
お
ね
が
い

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

「
頑
張
っ
て
み
ま
し
ょ　

う
」
と
。　
　
　
　
　
　

そ
の
日
か
ら
、
医
師
、
看

護
師
、
助
産
師
た
ち
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
励
ま
さ

れ
、
私
は
ベ
ッ
ト
の
上
で

寝
た
き
り
の
絶
対
安
静
の

生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。　

「
胎
児
も
八
ヶ
月
に
入
り
、

落
ち
着
い
た
の
で
家
に

帰
っ
て
も
よ
し
！　

」と
、

医
師
の
明
る
い
声
に
私
は

大
喜
び
で
六
ヶ
月
ぶ
り
に

大
空
の
下
で
、
思
い
き
り

深
呼
吸
を
し
た
。　
　
　

　

十
一
月
十
七
日
「
帝
王

切
開
」
の
た
め
再
び
北
見

日
赤
に
入
院
。
そ
し
て
、

無
事
ま
る
ま
る
と
太
っ
た

男
の
子
を
出
産
し
た
。

　

一
時
は
あ
き
ら
め
た
子

が
元
気
な
産
声
を
あ
げ
た

の
だ
。
感
動
し
、
す
べ
て

の
方
々
に
感
謝
し
た
。　

　

そ
の
子
も
今
は
四
十
二

歳
に
な
り
、
二
人
の
子
の

親
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
二
年
七
月　
　
　

「
急
性
虫
垂
炎
」
に
て
緊

急
入
院
手
術
を
受
け
た
。

手
遅
れ
状
態
で
あ
り
破
裂

寸
前
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

管
を
三
本
も
入
れ
ら
れ

て
、
一
ヶ
月
も
の
入
院
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　

平
成
十
三
年
三
月　
　

「
白
血
球
減
少
」
に
て
緊

急
入
院
す
る
。
こ
の
時
、

私
の
脳
の
中
で
は
一
瞬
に

し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
た
。
余
命
何
ヶ
月
？

…
…
。
死
も
覚
悟
し
な
く

ち
ゃ
あ
…
…
。
家
の
こ
と

…
…
。　
　
　
　
　
　
　

　

と
こ
ろ
が
、
検
査
の
結

果
は
意
外
な
事
が
判
明
。

「
今
ま
で
飲
ん
で
い
た
薬

の
副
作
用
で
す
。
百
万
人

に
一
人
合
わ
な
い
人
が
い

る
。
そ
の
方
が
あ
な
た
な

の
で
す
」
と
い
う
事
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
私

の
病
気
に
合
っ
た
薬
を
探

す
こ
と
に
な
る
。
大
変
で

あ
っ
た
が
医
師
は
遂
に
、

私
の
体
に
合
っ
た
薬
を
見

つ
け
て
く
れ
た
。　
　
　

　

白
血
球
の
数
値
が
正
常

に
な
る
ま
で
一
ヶ
月
の
入

院
が
必
要
で
あ
っ
た
。　

　

特
異
体
質
（
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
）
と
う
ま
く
、

つ
き
あ
っ
て
行
く
事
は
大

変
な
こ
と
で
あ
る
と
思

う
。

　

眼
科
・
皮
膚
科
・
整
形

と
次
つ
ぎ
と
北
見
日
赤
に

通
院
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
…
…
。

　

今
日
ま
で「
命
」
を
守
っ

て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　
　

　

最
近
「
こ
こ
ま
で
き
た

北
見
の
が
ん
治
療
」
「
糖

尿
病
と
の
つ
き
あ
い
方
」

を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し

た
。
自
分
自
身
や
身
内
に

い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
者
が

い
て
も
知
職
が
な
く
て
重

症
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

い
や
あ
り
ま
し
た
。

　

日
進
月
歩
し
て
い
る
医

療
、
治
療
法
を
知
る
事
、

そ
の
病
を
我
が
身
に
置
き

換
え
て
学
ぶ
こ
と
が
大
切

だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
阿
久
津
記
）

日
赤
小
史

日
赤
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史

日
赤
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史

日
赤
小
史
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史
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史
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史
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史
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史

日
赤
小
史
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史
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史
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史
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日
赤
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誘
致
運
動

　

つ
い
に
落
成
開
院
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私
と
日
赤
病
院

　

「
命
」
守
ら
れ
て　
　　
荒
田　

悠　

会
員
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